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1大学での死の教育 :哲学的観点からのアプローチ
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永遠的観点から 時間 (死) 一 一永遠 (坐)
この世的観点から 見える (生) 一 一見えない (死)
ルイスの幸せ 快楽 (肉体) 喜び (感情) 歓喜 (心)
パスカルの愛 王様 (身体) 天才 (精神) 聖徒 (餐)
10 清泉女学院短期大学研究紀要(第19号)













マルクス (1818-1883) キルケゴール (1813-1855) ニーチェ (1844-1900)
病名 疎外 (自己から疎遠) 罪 (神との離別) 価値の喪失 (神の奴隷)
患部 全社会 個人 個人
症状 焦燥感 絶望 虚無感
結果 人間性の喪失 永遠の死 人間の萎縮化
原因 歴史の必然性-→労働の分化 サタンからの誘い 人間の弱き-神に従順
処方 人間への信頼-社会改革 神への信仰-自己改革 価値創造-自己改革































社会に追従-自己放棄(自己の死 社会の成長) 正常 (社会に適応 .価値あり) 異常 (人間的に不健康)














1 人との交流 :人と過ごす (52)<家族 (19) 友人 (10) 彼氏 (8) 大切な人
(2)> 人に会う (17)
2 人間関係 : 感謝する (ll) 思いやる (8) <親孝行 (6) 他 (2)>
愛の告白 (5)はっきりさせる (3) 仲直り (2) 仕返し (2)
3 生きた証 : 残す (6) 捨てる
4 整理整頓 : 部屋 (5) 自分の身体 (2)
5 生き方の反省 (2)
6 具体的行動 :旅行 (34) 食べる (23) 遊ぶ (13) 買い物 (9) その他 (7)
7 何かをする:お金をおろす (10) 実現可能なこと (7) 自分の好きなこと (4)
8 生活形態 :普通 (8) のんびり (3) 賛沢 (3) 笑い (2)






































































































































































































































































1 柏木哲夫 『死を学ぶ』(有斐閣 1995年)pp.i～i｡
2 アルフォンス･デーケン ｢死-の準備教育の意義｣､アルフォンス･デーケン/メヂカルフ






6 坂上正道 ｢教師教育｣『<叢書>死への準備教育 第 1巻 ｢死を教える｣』､p.143参照｡
7 御厨良一 『哲学が好きになる本'96年版』(エール出版社 1996年)p.18｡御厨氏が引用し
た文は 『中央公論』(1995年6月号)での青木保氏の発言について言及している｡
8 御厨良一 『哲学が好きになる本'96年版』､pp.18-19参照｡




10 稲村博 ｢小学校教育｣『<叢書>死への準備教育 第1巻 ｢死を教える｣』､pp.85-92参照｡
前述の子どもの ｢生と死｣に関する意識の調査資料を稲村氏がまとめたものを参照した｡調
査対象の小学生 (1年生から6年生)は計1205名｡







16 諸富祥彦 『自分を変える<哲学>』(教育開発研究所 平成8年)pp.56-59参照｡
17 朝日新聞朝刊1997年10月1日3面 ｢懲役13年｣｡神戸市の連続児童殺人事件で逮捕された15
歳の少年 (当時14歳)が書いた ｢懲役13年｣と題する作文の一部である｡
18 C.S.ルイス､森安綾 ･峰谷昭雄訳 『悪魔の手紙』(新教出版社 1994年)p.57｡
19 歳言24章3-5『聖書』｡
20 朝日新聞朝刊1994年12月5日3面 ｢大河内君の遺書全文｣(大河内清輝)0
21 エーリッヒ･フロム､日高六郎訳 『自由からの逃走』(東京創元社 平成6年)pp.156-
158参照｡
22 ルカによる福音書12章16-20『聖書』｡
23 梅原猛 ･橋本峰雄 ･藤沢令夫編 『哲学のすすめ』(筑摩書房 1994年)p.25参照｡







30 アルフォンス･デーケン ｢教材としての文学｣『<叢書>死への準備教育 第 1巻 ｢死を教
える｣』､p.260参照｡
31 平山正美 ｢生と死を考える｣､A･デーケン/曽野綾子編 『生と死を考える』(春秋社 1994
年)､p.183参照｡
24 清泉女学院短期大学研究紀要(第19号)
付録 : ｢死｣についてのアンケー ト
調査対象 :本学の共通教育科目 (選択) r人間と哲学lの履修者女子99名 (18-20歳)
調査期日:2000年 1月20日 記入時間:20分 無記名で記入
質問内容 :
1 あなたが持つ ｢死｣についてのイメージはどんなものか (複数回答可)
2 今まで死について真剣に考えたことがあるか :ある ない
あると答えた人に質問します :いつ頃から､何がきっかけで
ないと答えた人に質問します :考えない特別な理由があるか､あったらその理由




4 死後の世界が存在したほうがいいと思うか :思う 思わない その理由
5 霊 (いわゆる幽霊､先祖の霊など)が存在すると思うか :思う 思わない その理由
6 この宇宙を創造した ｢創造主｣､いわゆる ｢神｣は存在すると思うか :思う 思わない その理由
7 この ｢創造主｣､いわゆる ｢神｣が存在して欲しいか :欲しい 欲しくない その理由





情緒的 (57) 怖い (30)/恐ろしい (7)/悲しい (9)/辛い (2)/孤独 (8)/切ない
感覚的 (18) 楽になる (7)/安らぎ (4)/苦しい (3)/冷たい (4)
色合い (13) 暗い (8)/黒 (3)/暗黒/明るい
自然/必然的 誰にでも必ず訪れる (3)/いつかはやって来る (2)/老いたら訪れる/絶対にある/必然
(ll) /避けられない/あたりまえに来る/自然
消滅/無 存在しなくなる.消える (9)/肉体の死.(3)/精神の死/記憶が無くなる/人の想像の中
(23) だけで生きる/何も見えない (2)/無 (6)/灰
別離 (6) 永遠の別れ (2)/別れ (2)/2度と会えない (2)
終り (16) 終わる (ll)/最期/終末/人生のゴール地点/人生の終着点/終着駅
始まり (5) 第二の人生 (2)/出発点/旅立ち/入り口
他の世界 (15)未知 一別の .遠い世界 (8)/天国 (2)/天国か地獄/真っ白な世東/雪の上/雲 (2)
その他 (21) 忘却 (2)/魂 (2)/逃避 (2)/思考なしの世界 (2)/死人/不幸/絶望/絶対に来てほ
しくない/残された人に大きなものを与える/老い/複雑/生と紙一重/予告なしで来る/
市沢 :大学での死の教育 :哲学的観点からのアプローチ 25
2:死について真剣に考えた :ある (81) ない (18) 無回答 (1)
考えた時期 :もの心がついた時 (1)/小さい頃､はっきりは不明 (3)/3歳 (1)/小学校 (28)/中学
校 (25)/高校 (12)/短大 (2)/最近 (3)/忘れた (2)









3:死後の世界は存在する :思う (64) 思わない (31) 分からない (3) 無回答 (1)
思った時期:3歳 (2)/6歳 (2)/小さい頃 (12)/もの心がついた頃 (10)/小学 (8)/中学 (10)
/高校 (7)/祖母の死 (2)/天国のことを聞いて/今/知識を持って/覚えていない (4)/無回答 (4)
思うようになった理由
















































5:豊が存在する :思う (84) 思わない (13)分からない (2)
思う理由
人の話/テレビ/本 (39) :豊が見える､霊感の強い人がいる/知人が霊 (顔)を見たなど色々な体験談
を聞いた/心霊写真などを見てしまうと､信じざるを得ない
守られている気がする (15) :事故で死ななかったのは､先祖が守ってくれた/高校に入学できたのは租





自分の経験 (8) :火の玉を二度みた/霊を見たことがある (4)/嫌な体験をした (3)








恐怖 (4) :祖先の霊は存在してもいいが､幽霊は怖いので､思いたくない/想像する事も嫌 :霊は悪さを
するイメージがあるから存在しないと思いたい
その他 (2) :いたらすごい/ただ信じられない






人間が祈る理由 (4) :最終的に祈ったり､願ってしまう/いざというとき 神`頼み'ができる/宗教団
体があるのは神が存在するから｡神を信じて私たちは祈っている















科学的根拠がない (3)/見たことがない (3) :実際に会ったこともない/今神はどこにいるのか
宇宙は自然にできた (6) :何らかの奇跡が集まってできたもの







7 :創造主が存在して欲.しいか :欲しい (71) 欲しくない (21) 両方 (2) わからない (4) 無回答 (1)
欲 しい理由 :
心の支え (15)/すがりたい (4) :神を頼って生きがいにしている人もいる/何かに頼らなければ人は
生きていけない/すがる物がなくなりみんなが狂う恐れがある/挫折した時すがるものがあれば､救われる














頼 り過ぎる (7) :何もかも頼ることになる/神にすがり､自分を見失った人々を見てきた/悪い事を神の
せいにする/余計な迷惑をかける/神に従うのは嫌 :自由でありたい/神の意思で世界が左右される
























過去 ･未来 (9) :これから人間をどうする予定/日本はどうなるか (大丈夫か)/地球は滅びるか/宇宙
はどうなっていくか/字音の歴史
地球以外の星に生物がいるか (3) :どうして私たちが住めるのは地球だけなの?他の星も地球みたいに
してくれればよかった/地球以外に生物の存在する星は?
平等 (16) :なぜ幸せな人と不幸せな人がいるか/なぜ美人不美人を作ったか/なぜ人間は平等でないか
(8)/何で様々な人種がいるか/何でお金のある人ない人がいるか/なぜ人間には良し悪があるか
悲惨な事が起こる理由 (7) :なぜ災害を起こし､殺人をやめさせないのか/人はなぜ傷つけあうか/な
ぜ人間を地球という広い庭に野放しにしておくか｡観察して楽しんでるのか/人間が争わない方法
幸福 (3) :幸福とは何か/自分が幸せになる道とは/どうして辛い事ばかりするのか｡幸せよりも不幸の
方が多いような気がするが､どうしてもっと人々に幸せを与えないのか
～をどう思うか (2) :今の日本や世界をどう思うか/世界大戦をどう思ったか
その他 (9) :なぜ努力は報われないか/なぜ願いを叶えないのか/人間にとって何が良い事で､悪い事か
/宇宙に果てはあるか/科学で説明できないことは何か/聖書やお経を作った人は誰か/アトランティス大
陸はあったか/4大文明に高度な技術を伝えたのは宇宙人か/なぜ食事しなければいけないか
